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晴
　
彦

第
二
早
　
　
本
稿
の
課
題

B
G
-
荊

西
ド
イ
ツ
商
法
三
二
1
条
、
三
二
二
条
に
よ
れ
ば
、
決
算
監
査
を
担
当
し
た
決
算
監
査
人
(
A
b
s
c
h
l
u
B
p
r
i
i
f
e
r
)
は
、
取
締
役
な
ら
び
に

監
査
役
会
に
提
出
さ
れ
、
非
公
開
の
監
査
報
告
書
(
P
r
u
f
u
n
g
s
b
e
r
i
c
h
t
)
と
、
年
度
決
算
書
に
添
付
さ
れ
、
1
般
に
公
表
さ
れ
る
監
査
証
明

(
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
v
e
r
m
e
r
k
)
と
の
、
二
道
の
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
監
査
証
明
が
原
則
と
し
て
、
監
査
意
見
、
即
ち
年
度
決

算
書
な
ら
び
に
状
況
報
告
書
が
正
規
の
簿
記
の
原
則
(
d
e
n
G
r
u
n
d
s
a
t
z
e
o
r
d
n
u
n
g
s
m
a
B
i
g
e
r
B
u
c
h
f
i
i
h
r
u
n
g
)
に
基
づ
き
、
会
社
の
財
産
・
財

政
・
収
益
の
状
況
に
つ
い
て
の
真
正
な
外
観
(
e
i
n
d
e
n
t
a
t
s
a
c
h
l
i
c
h
e
n
V
e
r
h
a
l
t
n
i
s
s
e
n
e
n
t
s
p
r
e
c
h
e
n
d
e
s
B
i
l
d
)
を
伝
え
る
か
い
な
か
(
従
っ

て
日
本
の
商
法
監
査
や
証
券
取
引
法
監
査
に
お
け
る
監
査
報
告
書
に
対
応
す
る
の
は
、
こ
の
監
査
証
明
で
あ
る
)
の
み
を
示
す
の
に
対
し
、
監
査
報
告

書
に
は
、
監
査
証
明
に
記
さ
れ
た
監
査
意
見
の
他
、
会
計
監
査
の
方
法
・
結
論
に
対
す
る
詳
細
な
説
明
と
根
拠
付
け
、
年
度
決
算
書
の
各
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項
目
の
説
明
、
さ
ら
に
は
会
社
の
財
産
・
収
益
状
況
の
大
幅
な
悪
化
が
あ
る
と
き
は
そ
の
旨
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
会
社

の
存
続
・
発
展
を
脅
か
す
よ
う
な
隠
れ
た
危
険
、
ま
た
は
取
締
役
の
法
令
定
款
に
違
反
し
た
業
務
執
行
を
、
決
算
監
査
人
が
任
務
遂
行
中

に
発
見
し
た
と
き
は
、
そ
の
事
実
に
つ
い
て
も
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
極
め
て
多
様
な
内
容
を
含
む
監
査

報
告
書
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

会
計
監
査
は
、
会
社
の
会
計
報
告
が
、
法
令
に
適
合
し
、
会
社
の
財
産
、
収
益
の
状
況
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
こ
と
を
、
伝
統
的
な
目
的
と
し
て
き
た
。
監
査
を
経
た
財
務
諸
表
か
ら
、
会
社
の
経
営
上
の
問
題
点
を
読
み
取
り
、
さ
ら
に
財
務
諸
表

に
も
明
瞭
に
現
れ
な
い
よ
う
な
、
会
社
の
経
営
上
の
危
険
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
本
来
会
計
監
査
の
任
務
領
域
に
は
な
く
、
む
し
ろ
経
営

監
査
に
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
中
心
的
な
学
説
は
、
監
査
報
告
書
は
決
算
監
査
人
に
経
営
監
査
の
義
務
ま
で
課
す
も
の
で
は
な
く
、
報
告
義
務
の

み
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
(
後
述
第
四
章
)
。
し
か
し
監
査
義
務
の
拡
大
な
し
に
、
ど
う
や
っ
て
拡
大
さ
れ
た
報
告
義
務

(
2
)

を
遂
行
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
も
し
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
は
あ
い
、
会
計
監
査
の
い
か
な
る
要
素
が
監
査

報
告
書
の
拡
大
さ
れ
た
報
告
事
項
の
抱
腹
を
可
能
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
点
の
分
析
も
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
昭
和
四
九
年
の
商
法
改
正
に
よ
り
、
会
計
監
査
人
監
査
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
O
そ
し
て
商
法
特
例
法
八
条
1
項

は
、
会
計
監
査
人
に
対
し
、
職
務
を
行
う
に
際
し
て
、
取
締
役
の
職
務
執
行
に
不
正
の
行
為
、
ま
た
は
法
令
定
款
に
反
す
る
行
為
を
発
見

(
3
)

し
た
と
き
に
は
、
そ
の
旨
を
監
査
役
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
同
条
は
、
西
ド
イ
ツ
株
式
法
の
規
定
に
範
を
と
っ
た
も
の
で
あ

:
g
酌

る
。
同
規
定
も
、
会
計
監
査
人
に
業
務
監
査
の
義
務
ま
で
課
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
解
さ
れ
て
い
る
が
'
報
告
義
務
の
具
体
的
内
容
は

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
一
方
昭
和
五
六
年
の
商
法
改
正
は
、
会
計
監
査
人
の
選
任
権
限
を
取
締
役
会
か
ら
株
主
総
会
に
移
行
さ
せ

て
(
商
法
特
例
法
三
条
一
項
)
、
会
計
監
査
人
の
地
位
の
安
定
を
図
り
、
ま
た
監
査
役
の
会
計
監
査
人
に
対
す
る
報
告
請
求
権
を
明
定
し
た
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香普報査監の人査盟算汰るけおにツイド西

(
同
人
粂
二
項
)
。
こ
の
よ
う
な
改
正
は
、
会
計
監
査
人
が
監
査
役
と
密
接
な
連
携
を
保
ち
、
会
社
監
査
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
求
め
て
い

('ITJJ

る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
連
携
の
内
容
を
考
え
る
参
考
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

(
-
)
　
西
ド
イ
ツ
で
は
、
会
社
法
調
整
の
た
め
の
E
C
委
員
会
第
四
、
第
七
、
第
八
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
実
施
法
　
(
D
e
r
G
e
s
e
t
z
z
u
r
D
u
r
c
h
f
u
h
r
u
n
s

(
2
)

(
3
)

(
4
)

d
e
r
 
V
i
e
r
t
e
n
,
S
i
e
b
e
n
t
e
n
,
A
c
h
t
e
n
 
R
i
c
h
t
l
i
n
i
e
n
 
d
e
s
 
R
a
t
e
s
 
d
e
r
 
E
u
r
o
p
a
i
s
h
e
n
 
G
e
m
e
i
n
s
h
a
f
t
 
z
u
r
 
K
o
o
r
d
i
n
i
e
r
u
n
g
 
d
e
s

G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
r
e
c
h
t
 
v
o
m
1
9
.
1
2
.
1
9
8
5
.
略
称
会
計
基
準
法
一
B
i
l
a
n
z
r
i
c
h
t
l
i
n
i
e
n
r
e
c
h
t
-
B
i
R
i
L
i
G
)
が
t
九
八
五
年
〓
1
月
に
成
立
し
、
会

社
の
計
算
、
監
査
に
関
す
る
規
定
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
。
決
算
監
査
人
に
関
す
る
規
定
も
株
式
法
〓
ハ
二
条
以
下
か
ら
、
商
法
三
二
ハ
条
以
下

に
移
っ
て
い
る
。
同
改
正
は
、
監
査
証
明
の
様
式
に
つ
い
て
、
若
干
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
稿
の
主
題
と
し
て
い
る
、
監
査
報
告
書
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
な
変
更
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
条
文
の
引
用
ほ
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
、
新
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

又
t
九
六
五
年
株
式
法
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
適
宜
指
摘
し
て
い
-
.
参
照
へ
高
田
正
淳
「
西
独
に
お
け
る
監
査
制
度
の
改
正
」
商
事
法
務
一
〇

六
六
号
二
頁
(
一
九
八
六
)
、
中
村
忠
「
西
ド
イ
ツ
の
新
監
査
制
度
に
学
ぶ
」
月
刊
監
査
役
二
二
七
号
四
頁
(
一
九
八
六
)
。
な
お
以
下
で
は
慣
例

に
よ
り
、
敬
称
を
省
略
し
て
い
る
。

P
.
B
u
r
k
e
l
,
D
i
e
 
B
e
d
e
u
t
u
n
g
 
d
e
s
∽
1
6
6
A
b
s
.
、
2
A
k
t
G
 
f
u
r
 
d
i
e
 
a
k
t
i
e
n
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
 
P
f
l
i
c
h
t
p
r
i
i
f
u
n
g
,
S
.
2
(
1
9
7
7
)
.

山
村
忠
平
「
会
計
監
査
の
特
別
報
告
の
義
務
」
吉
永
栄
助
古
稀
記
念
・
進
展
す
る
企
業
法
・
経
済
法
二
三
一
二
頁
(
一
九
八
二
)
0

味
村
治
「
株
式
会
社
監
査
制
度
改
正
試
案
の
解
説
」
商
事
法
務
四
六
〇
号
1
六
頁
(
l
九
六
八
)
、
龍
田
節
・
注
釈
会
社
法
補
巻
t
三
〇
頁

(
I
ォ
O
Y

(
5
)
　
元
木
伸
・
改
正
商
法
逐
条
解
説
二
八
五
頁
(
1
九
八
1
)
、
稲
葉
威
雄
・
改
正
会
社
法
三
七
〇
、
三
九
三
頁
(
1
九
八
二
)
.
ま
た
昭
和
五
六
年

改
正
を
契
機
に
、
決
算
監
査
人
と
監
査
役
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
が
深
ま
っ
て
い
る
o
参
照
、
特
集
「
会
計
監
査
人
の
職
務
」
産
業
経
理
四
〇

巻
二
号
1
三
貢
(
1
九
八
〇
)
、
志
村
治
美
「
監
査
役
と
会
計
監
査
人
の
連
携
」
蓮
井
良
憲
還
暦
記
念
・
改
正
会
社
法
の
研
究
五
六
七
頁
(
一
九

八
四
)
。

第
二
章
　
　
西
ド
イ
ツ
の
経
営
・
監
査
機
構
と
監
査
報
告
書

ヽ
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0
　
西
ド
イ
ツ
の
経
営
機
構
　
ま
ず
本
稿
の
記
述
に
必
要
な
範
囲
で
、
西
ド
イ
ツ
の
株
式
会
社
の
経
営
・
監
査
制
度
を
概
説
す
る
。

西
ド
イ
ツ
株
式
法
で
は
、
会
社
の
経
営
は
取
締
役
(
V
o
r
s
t
a
n
d
)
に
委
ね
ら
れ
る
(
株
式
法
七
六
条
)
。
取
締
役
会
制
度
は
規
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
取
締
役
は
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
共
同
し
て
業
務
を
執
行
し
、
ま
た
会
社
を
代
表
す
る
(
株
式
法
七
七
条
、
七
八
条
)
0

こ
れ
に
対
し
て
、
会
社
の
監
督
機
関
と
し
て
は
ま
ず
監
査
役
会
(
A
u
f
s
i
c
h
t
s
r
a
t
)
が
あ
る
。
監
査
役
会
は
株
主
の
代
表
、
そ
し
て
会
社
に

ょ
っ
て
は
労
働
者
代
表
な
ら
び
に
中
立
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
(
株
式
法
九
六
条
)
0

監
査
役
会
は
、
取
締
役
の
任
免
権
限
を
有
す
る
(
株
式
法
八
四
条
)
。
従
っ
て
、
監
査
役
会
は
取
締
役
の
経
営
資
質
・
能
力
を
も
評
価
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
監
査
も
取
締
役
の
業
務
執
行
の
適
法
性
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
経
営
的
妥
当
性
に
ま
で
及
ぶ
、
と
解
す
る
の
が
通
説

S3,

函
E
g
E
S

ま
た
監
査
役
会
構
成
員
は
業
務
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
定
款
ま
た
は
監
査
役
会
自
身
が
定
め
た
特
定
の
業
務
事
項
に

っ
い
て
は
、
取
締
役
は
監
査
役
会
の
事
前
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
(
株
式
法
〓
一
条
四
項
)
。
こ
の
限

り
で
、
監
査
役
会
は
業
務
執
行
の
共
同
決
定
者
の
役
割
を
果
た
す
。
ま
た
会
社
の
計
算
書
類
は
、
原
則
と
し
て
監
査
役
会
の
承
認
に
よ

り
、
確
定
す
る
(
株
式
法
一
七
二
条
)
0

こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
、
西
ド
イ
ツ
の
監
査
役
会
は
、
日
本
に
お
け
る
監
査
役
と
比
べ
て
会
社
の
経
営
に
係
わ
る
度
合
が
は
る
か
に

強
く
、
日
本
の
取
締
役
会
に
対
応
す
る
役
割
を
部
分
的
に
果
た
し
て
い
る
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
7
)

⇔
　
決
算
監
査
人
に
よ
る
決
算
監
査
　
年
度
決
算
書
に
対
す
る
法
定
監
査
は
、
1
九
二
二
年
株
式
法
改
正
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

但
し
こ
の
と
き
の
決
算
監
査
は
株
式
会
社
の
内
部
業
務
に
す
ぎ
ず
、
監
査
結
果
の
一
般
へ
の
開
示
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
取

E

2

刑

締
役
、
監
査
役
会
、
全
株
主
の
同
意
が
あ
れ
ば
監
査
を
省
略
す
る
こ
と
も
で
き
た
0
　
1
九
三
七
年
株
式
法
に
到
っ
て
、
決
算
監
査
は
年
度

決
算
書
の
確
定
の
た
め
の
必
要
条
件
と
し
て
放
棄
不
可
能
な
も
の
と
な
り
(
一
九
三
七
年
株
式
法
一
三
五
条
)
、
ま
た
監
査
証
明
を
1
般
に
開

n
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一
寸
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示
さ
れ
る
年
度
決
算
書
に
添
付
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(
t
九
三
七
年
株
式
法
1
四
〇
条
)
。
決
算
監
査
の
構
造
に
は
そ
れ

(
9
)

以
来
、
基
本
的
な
変
更
は
な
い
。

決
算
監
査
人
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
は
'
原
則
と
し
て
会
計
専
門
職
た
る
経
営
監
査
士
(
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
p
r
u
f
e
r
)
ま
た
は
経
営
監
査
会

社
(
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
p
r
u
f
u
n
g
s
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
)
で
あ
る
。
但
し
中
会
社
た
る
有
限
会
社
に
つ
い
て
は
、
よ
り
軽
度
の
職
業
会
計
人
た
る
宣
誓
帳
簿

監
査
士
(
v
e
r
e
i
d
i
g
t
e
r
B
u
c
h
p
r
i
i
f
e
r
)
ま
た
は
帳
簿
監
査
会
社
(
B
u
c
h
p
n
i
f
u
n
g
s
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
)
に
も
、
決
算
監
査
人
た
る
資
格
が
認
め
ら
れ

(S)

る
　
(
商
法
三
t
九
条
)
0

決
算
監
査
の
対
象
は
会
計
帳
簿
を
含
む
年
度
決
算
書
(
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
な
ら
び
に
資
本
会
社
に
あ
っ
て
は
そ
の
附
属
明
細
書
を
含

ra)

む
)
、
お
よ
び
状
況
報
告
書
で
あ
る
。
年
度
決
算
書
の
監
査
に
お
い
て
は
、
そ
の
法
令
定
款
適
合
性
が
監
査
さ
れ
る
。
状
況
報
告
書
の
監
査

に
お
い
て
は
、
そ
の
記
載
が
年
度
決
算
書
の
記
載
と
1
致
し
、
ま
た
そ
の
他
の
記
載
が
会
社
の
状
況
に
関
し
て
虚
偽
の
像
を
伝
え
て
い
な

(
2
)

い
か
ど
う
か
を
監
査
す
る
(
商
法
三
t
七
条
t
項
)
0

(
2
)

⇔
　
監
査
報
告
書
　
商
法
三
二
一
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

Ⅲ
　
決
算
監
査
人
は
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
書
面
で
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
帳
簿
、
年
度
決
算
書
、
状
況
報
告
書
、
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
決
算
書
な
ら
び
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
状
況
報
告
書
が
法
令
に
適
合
し
、
ま
た
法
定
代
表
者
が
要
求
さ
れ
た
説
明
'
証
拠
を
提
出
し

た
か
い
な
か
に
つ
い
~
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
度
決
算
書
の
各
項
目
は
区
分
さ
れ
、
充
分
に
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

年
度
決
算
書
に
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
及
ぼ
す
財
産
、
財
政
、
収
益
状
況
の
悪
化
に
つ
い
て
は
、
指
摘
の
う
え
、
充
分
な
説
明
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

用
　
決
算
監
査
人
が
そ
の
任
務
の
遂
行
中
に
、
被
監
査
企
業
の
存
立
を
危
う
く
し
、
若
し
-
は
そ
の
発
展
を
著
し
-
阻
害
す
る
事
実
を

確
認
し
、
ま
た
は
法
定
代
表
者
の
法
令
若
し
-
は
定
款
に
対
す
る
重
大
な
違
反
を
認
識
す
る
に
到
っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け

a
s
14l

l
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説
　
れ
ば
な
ら
な
い
。

っ
ム
′
†

蘇

伺
　
決
算
監
査
人
は
報
告
に
署
名
し
、
法
定
代
表
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

本
条
の
う
ち
、
第
二
項
は
元
六
五
年
株
式
法
改
正
に
お
い
て
、
第
表
第
四
文
は
元
八
五
年
会
計
基
準
法
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ

た
.
ド
イ
ツ
商
法
が
一
貫
し
て
、
監
査
報
告
書
の
報
告
能
力
の
向
上
を
求
め
続
け
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

㈱
監
査
報
告
書
の
持
つ
意
味
　
監
査
報
告
書
は
ま
ず
第
這
、
決
算
監
査
人
が
自
己
の
任
務
の
遂
行
状
況
を
報
告
し
、
年
度
決
算

書
に
対
す
る
決
算
監
査
人
の
監
査
意
見
を
基
礎
付
け
る
役
割
を
有
す
る
。
第
二
に
監
査
役
会
,
さ
ら
に
は
会
計
担
当
で
な
い
取
締
役
が
、

f
Z
j

自
己
の
任
務
を
遂
行
す
る
判
断
根
拠
と
な
る
。
監
査
報
告
書
は
監
査
役
会
に
と
っ
て
、
会
社
の
会
計
に
関
す
る
、
取
締
役
か
ら
独
立
し
た

情
報
源
と
な
る
。
ア
ド
ラ
ー
・
ド
ユ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ュ
マ
ル
ツ
は
、
か
か
る
情
報
が
特
に
中
小
の
株
式
会
社
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
有

0
3
)

す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

取
締
役
は
年
度
決
算
な
ら
び
に
状
況
報
告
書
に
監
査
報
告
書
を
附
し
て
、
利
益
処
分
案
と
と
も
に
監
査
役
会
に
提
出
す
る
(
株
式
法
1
j
P

○
粂
)
.
監
査
役
会
は
年
度
決
算
書
、
状
況
報
告
書
な
ら
び
に
利
益
処
分
案
を
監
査
す
る
(
株
式
法
右
左
)
.
注
意
す
べ
き
は
監
査
役
会

(S)

は
最
初
か
ら
監
査
報
告
書
を
手
に
し
た
う
え
で
自
己
の
会
計
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
監
査
役
会
に
よ
る
会
計
監
査
は
、

年
度
決
算
書
な
ら
び
に
状
況
報
告
書
の
法
令
適
合
性
に
留
ま
ら
ず
、
取
締
役
の
会
計
政
策
の
妥
当
性
、
合
目
的
性
に
ま
で
及
ぶ
と
解
さ
れ

C
5
)る
。
従
っ
て
監
査
役
会
は
、
決
算
監
査
人
の
監
査
意
見
、
そ
の
根
拠
付
け
な
ら
び
に
年
度
決
算
書
の
各
項
目
に
関
す
る
説
明
を
参
照
し
、

な
い
し
は
そ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
、
よ
㌣
広
い
見
地
か
ら
、
取
締
役
の
会
計
活
動
の
適
切
性
、
妥
当
性
を
監
査
す
る
こ
と
に
な
る
。
な

ぉ
、
決
算
監
査
人
に
よ
る
監
査
は
、
年
度
決
算
書
確
定
の
た
め
の
必
要
条
件
で
は
あ
る
が
(
商
法
三
二
ハ
条
一
項
第
二
文
)
、
無
限
定
の
監
査

意
見
が
表
明
さ
れ
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
。
監
査
意
見
の
内
容
如
何
に
係
わ
ら
ず
、
監
査
役
会
の
同
意
に
よ
り
、
年
度
決
算
書
は
確
定

す
る
(
株
式
法
一
七
二
条
)
0

ヽ
~
ノ
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香普報査監の人*監&決るけおにツイド西

従
っ
て
会
社
会
計
の
内
部
的
な
確
定
、
監
査
手
続
と
の
関
係
で
は
、
決
算
監
査
人
の
監
査
、
な
ら
び
に
監
査
報
告
書
は
、
監
査
役
会
の

会
計
監
査
に
情
報
を
提
供
し
、
そ
の
任
務
遂
行
を
補
助
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
決
算
監
査
人
の
監
査
役
会
へ
の
従
属

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
決
算
監
査
人
は
会
社
よ
り
独
立
し
た
会
計
専
門
家
と
し
て
会
計
監
査
を
実
施
し
、
監
査
意
見
を
表
明
す

る
。
同
意
見
は
監
査
証
明
と
し
て
年
度
決
算
書
に
添
付
さ
れ
て
、
1
般
公
衆
に
開
示
さ
れ
、
年
度
決
算
書
の
信
頼
性
を
担
保
す
る
。
こ
の

(S)

限
り
で
決
算
監
査
人
の
会
計
監
査
は
、
監
査
役
会
の
会
計
監
査
と
は
独
立
し
た
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
2
)

ま
た
監
査
報
告
書
は
、
監
査
役
に
対
す
る
「
危
機
警
告
」
機
能
を
果
た
す
。
監
査
役
会
は
、
そ
の
広
範
な
権
限
に
基
づ
き
、
会
社
の
経

営
上
の
問
題
点
に
つ
き
、
あ
る
い
は
取
締
役
に
対
処
を
求
め
、
あ
る
い
は
そ
の
承
認
権
に
基
づ
き
、
自
ち
共
同
決
定
権
者
と
し
て
事
態
に

(S)

対
処
す
る
・
監
査
役
会
の
監
督
権
限
は
こ
こ
で
は
予
防
的
な
性
格
を
有
す
る
。
決
算
監
査
人
の
監
査
報
告
書
は
、
監
査
役
会
に
会
社
の
経

営
上
の
危
険
を
早
期
に
警
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
監
査
役
会
の
監
督
権
の
迅
速
な
行
使
を
促
す
。

(
3
)

会
計
監
査
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
会
社
の
経
営
管
理
に
対
す
る
指
導
的
側
面
を
有
す
る
。
し
か
し
西
ド
イ
ツ
の
場
合
、
指
導
的
側
面
が

監
査
報
告
書
と
い
う
形
で
法
的
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
報
告
の
範
囲
が
、
会
計
魁
織
の
持
つ
問
題
点
に
留
ま
ら
ず
、
会
社
の

3
聯
E

経
営
上
の
問
題
点
に
も
及
ぶ
点
に
大
き
な
特
色
が
見
ら
れ
る
。

O

)

　

H

.

W

i

i

r

d

i

n

g

e

r

,

A

k

t

i

e

n

r

e

c

h

t

 

u

n

d

 

d

a

s

 

R

e

c

h

t

 

d

e

r

 

V

e

r

b

u

n

d

e

n

e

n

 

U

n

t

e

r

n

e

h

m

e

n

,

4

.

A

u

f

l

a

g

e

,

1

-

9

8

1

,

S

.

1

2

6

;

A

d

l

e

r

＼

D

u

r

i

n

g

＼

S

c

h

m

a

l

t

z

,

R

e

c

h

n

u

n

g

s

l

e

g

u

n

g

u

n

d

P

r

u

f

u

n

g

d

e

r

A

k

t

i

e

n

g

e

s

e

l

l

s

c

a

f

t

,

4

.

A

u

f

l

a

f

g

e

B

a

n

d

2

,

1

9

8

4

,

ァ

1

7

1

,

T

z

.

8

.

(
7
)
　
一
九
三
1
年
九
月
l
九
日
ラ
イ
ヒ
大
統
債
命
令
(
V
e
r
o
r
d
n
u
n
g
d
e
s
R
e
i
c
h
s
p
r
賢
d
e
n
t
e
n
 
u
b
e
r
 
A
k
t
i
e
n
r
e
c
h
t
,
B
a
n
k
e
n
a
u
f
s
i
c
h
t
 
u
n
d

u
b
e
r
e
i
n
e
S
t
e
u
e
r
a
m
n
e
s
t
i
e
v
o
m
1
9
.
9
.
1
9
3
1
,
R
G
B
l
.
I
4
9
3
)
に
よ
り
、
商
法
二
六
二
条
a
項
か
ら
g
項
ま
で
が
新
設
さ
れ
、
貸
借
対
照
表

監
査
人
(
B
i
l
a
n
z
p
r
i
i
f
e
r
)
に
よ
る
会
計
監
査
が
規
定
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
会
社
の
監
査
役
(
通
常
は
会
社
の
大
株
主
な
い
し

は
そ
の
代
理
人
で
あ
る
)
が
実
施
す
る
監
査
の
履
行
補
助
者
と
し
て
'
会
計
専
門
家
を
使
用
す
る
の
が
1
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
.
参
照
、

高
柳
龍
芳
・
ド
イ
ツ
監
査
制
度
論
五
九
頁
以
下
(
1
九
八
こ
、
H
.
Z
e
d
e
l
m
a
i
e
r
,
D
i
e
A
u
f
g
a
b
e
n
,
R
e
c
h
t
e
 
u
n
d
 
p
f
l
i
c
h
t
e
n
 
d
e
s

ヽ
-
ノ
34111

1
B
R
4



a
k
t
i
e
n
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
n
 
A
b
s
c
h
l
u
B
p
r
u
f
e
r
s
,
1
9
5
7
,
S
.
4
-
6
.

(
-
-
)
　
A
d
l
e
r
/
D
u
r
i
n
g
＼
S
c
h
m
a
l
t
z
二
別
掲
注
(
6
)
'
ァ
1
6
2
T
z
.
5
.

(
9
)
　
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
決
算
監
査
の
実
施
原
則
、
監
査
望
喜
作
成
原
則
な
ら
び
に
監
査
証
明
作
成
原
則
は
、
経
営
監
査
士
の
私
的
職
業
団
体
で

ぁ
る
経
営
監
査
士
協
会
(
I
d
W
-
I
n
s
t
i
t
u
t
d
e
r
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
p
r
u
f
e
r
)
に
よ
り
'
作
成
、
公
表
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、
F
a
c
h
g
u
t
a
c
h
t
e
n
1
/
1
9
7
7

d
e
s
 
l
n
s
t
i
t
u
t
s
d
e
r
 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
p
r
i
i
f
e
r
 
i
n
D
e
u
t
c
h
l
a
n
d
e
.
V
.
,
G
r
u
n
d
s
a
t
z
e
o
r
d
n
u
n
g
s
m
a
B
i
g
e
r
D
u
r
c
h
f
u
h
r
u
n
g
 
v
o
n
A
b
s
h
l
u
f
i
-

p

r

i

i

f

u

n

g

e

n

;

　

F

a

c

h

g

u

t

a

c

h

t

e

n

2

/

1

9

7

7

,

G

r

u

n

d

s

a

t

z

e

 

o

r

d

n

u

n

g

s

m

a

'

B

i

g

e

r

 

B

e

r

i

c

h

t

e

r

s

t

a

t

t

u

n

g

b

e

i

A

b

s

c

l

u

B

p

r

u

f

u

n

g

e

n

・

F

a

c

h

-

g
u
t
a
c
h
t
e
n
3
/
1
9
7
7
,
G
r
u
n
d
s
a
t
z
e
 
f
u
r
 
d
i
e
 
E
r
t
e
i
l
u
n
g
v
o
n
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
v
e
r
m
e
r
k
e
n
b
e
i
A
b
s
c
l
u
B
p
r
u
f
u
n
g
e
n
,
W
p
g
,
H
e
f
t

1
9
7
7
,
S
.
2
1
0
.

(
2
)
　
新
会
計
基
準
法
は
、
~
義
務
的
監
査
の
範
囲
を
大
幅
に
拡
大
し
、
商
法
二
六
七
粂
一
項
の
要
件
(
貸
借
対
照
表
資
産
額
三
九
〇
万
ド
イ
ツ
・
マ
ル

ク
、
年
間
売
上
高
八
〇
〇
万
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
、
年
間
平
均
従
業
員
数
五
十
人
の
三
要
件
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
二
要
件
を
超
え
な
い
こ
と
)
を

満
た
す
小
会
社
以
外
の
す
べ
て
の
資
本
会
社
(
株
式
会
社
、
有
限
会
社
、
資
本
合
資
会
社
)
に
対
し
て
決
算
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
中

会
社
と
は
、
商
法
二
六
七
条
二
項
に
よ
る
と
、
第
一
項
の
要
件
を
二
以
上
満
た
し
、
か
つ
貸
借
対
照
表
資
産
額
一
、
五
五
〇
万
ド
イ
ツ
・
マ
ル

ク
、
年
間
売
上
高
三
、
二
〇
〇
万
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
、
年
間
平
均
従
業
員
数
二
五
〇
人
の
:
要
件
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
二
つ
を
超
え
な
い
会
社

H
K
a

ォ
)
　
1
九
六
五
年
株
式
法
1
E
l
八
条
で
は
、
年
度
決
算
書
は
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
,
別
に
営
業
報
告
書
(
G
e
-

s
c
h
a
f
t
s
b
e
r
i
c
h
t
)
が
、
年
度
決
算
書
の
内
容
を
解
説
す
る
説
明
報
告
(
E
r
l
a
u
t
e
r
u
n
g
b
e
r
i
c
h
t
)
と
、
会
社
の
営
業
の
推
移
及
び
会
社
の
状
況
に

っ
い
て
報
告
す
る
状
況
報
告
(
L
a
g
e
b
e
r
i
c
h
t
)
と
の
二
内
容
を
含
ん
で
い
た
(
1
九
六
五
年
株
式
法
1
六
〇
条
)
。
新
法
は
,
第
四
デ
ィ
レ
ク

テ
ィ
ヴ
に
従
い
、
英
米
法
系
の
財
務
諸
表
概
念
を
採
用
し
、
従
来
の
説
明
報
告
を
肝
属
明
細
書
(
A
n
h
a
n
g
)
と
し
て
,
年
度
決
算
書
の
一
部
に

含
め
て
い
る
(
商
法
二
六
四
条
一
項
、
二
八
四
条
)
。
営
業
報
告
書
は
、
状
況
報
告
と
し
て
の
み
残
る
こ
と
に
な
っ
た
(
商
法
二
八
九
条
)
0

(
2
　
1
九
六
五
年
株
式
法
一
六
二
条
に
よ
れ
ば
、
決
算
監
査
人
は
年
度
決
算
書
の
法
令
定
款
準
拠
性
を
監
査
す
る
他
、
営
業
報
告
書
に
つ
い
て
も
そ

の
全
体
を
監
査
す
る
。
但
し
営
業
空
室
の
記
載
の
う
ち
説
明
報
告
に
つ
い
て
ほ
法
定
の
記
載
事
項
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
監

査
す
る
が
、
状
況
報
告
に
つ
い
て
は
そ
の
記
載
が
会
社
の
状
況
に
つ
い
て
虚
偽
の
像
を
伝
え
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
o
こ
Q
J
と
き
、
記

載
事
項
を
個
別
に
監
査
す
る
必
要
は
な
い
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、
B
e
g
r
u
n
d
u
n
g
z
u
m
 
E
n
t
w
u
r
f
 
e
i
n
e
s
A
k
t
i
e
n
g
e
s
e
t
z
e
s
,

蝣

*

t

-

一
寸

i
a
^
i
441H1(
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B
u
n
d
e
s
t
a
g
D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
I
V
＼
1
7
1
1
9
6
2
,
S
.
1
8
1
;
G
o
d
i
n
-
W
i
l
h
e
l
m
i
,
A
k
t
i
e
n
g
e
s
e
t
z
,
4
.
A
u
f
l
a
g
e
,
1
9
7
1
,
ァ
1
6
0
A
n
m
.
2
.
新
法
に
お
け

る
年
度
決
算
書
,
状
況
報
告
書
の
構
成
の
変
更
(
前
注
)
に
も
係
わ
ら
ず
、
監
査
の
対
象
'
目
的
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
変
更
は
な
い
、
と
会
計

基
準
法
の
政
府
草
案
趣
意
書
は
説
明
し
て
い
る
。
参
照
、
B
u
n
d
e
s
t
a
g
D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
l
O
/
3
1
7
1
9
8
3
,
S
.
9
5
.

(
2
)
一
九
六
五
年
株
式
法
1
六
六
条
に
対
応
す
る
。
新
法
で
は
'
第
1
項
第
四
文
が
新
た
に
加
わ
り
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
決
算
書
な
ら
び
に
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
状
況
報
告
書
が
監
査
対
象
に
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
点
は
、
t
九
六
五
年
株
式
法
せ
変
わ
ら
な
い
。

(

3

)

　

D

.

H

i

l

d

,

Z

u

m

P

r

u

f

u

n

g

s

b

e

r

i

c

h

t

n

a

c

h

ァ

1

6

6

A

k

t

G

,

D

B

1

9

7

2

,

H

e

f

t

3

1

,

S

.

1

4

4

5

.

(
2
)
　
A
d
l
e
r
/
D
u
r
i
n
g
＼
S
c
m
a
l
t
z
,
剛
渇
注
(
6
)
、
∽
1
6
6
T
z
.
1
0
-
l
l
.

(
S
)
　
日
本
の
商
法
特
例
法
に
ょ
れ
ば
、
監
査
役
が
取
締
役
よ
り
計
算
書
頬
を
受
領
し
て
か
ら
、
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告
書
を
受
け
取
る
ま
で
の
間

に
四
週
間
の
期
間
が
あ
る
(
商
法
特
例
瞥
1
二
条
1
項
、
t
三
条
一
項
、
l
四
条
l
項
)
。
山
村
忠
平
は
、
日
本
と
西
ド
イ
ツ
と
の
こ
の
よ
う
な

差
異
に
着
目
し
て
'
商
法
特
例
法
の
四
週
間
と
い
う
期
間
は
、
監
査
役
が
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告
書
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
監
査
役
が
独
自

の
立
場
で
監
査
を
す
る
よ
う
に
法
が
監
査
役
に
付
与
し
た
期
間
と
解
す
る
他
は
な
い
の
に
対
し
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
監
査
役
会
は
、
決
算
監
査
人

の
監
査
報
告
書
に
依
存
し
っ
つ
(
独
自
の
判
断
は
必
要
と
し
て
も
)
、
年
度
決
算
書
、
営
業
報
告
書
の
監
査
を
な
す
べ
き
こ
と
を
法
自
ら
予
定
し

て
い
る
、
と
解
し
て
い
る
。
参
照
、
山
村
忠
平
「
会
計
監
査
人
の
職
務
」
産
業
経
理
四
〇
巻
二
号
t
入
貢
(
t
九
八
〇
)
。

(
」
O
 
A
d
l
e
r
/
D
i
i
r
i
n
g
＼
S
c
h
m
a
l
t
z
,
前
掲
注
(
6
)
'
∽
1
7
0
T
z
.
8
;
H
.
C
l
e
m
m
,
A
b
s
c
h
l
u
B
p
r
u
f
u
n
g
u
n
d
A
u
f
s
i
c
h
t
s
r
a
t
Z
G
R
1
9
8
0
H
e
f
t

S.457.

(
2
)
　
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
、
決
算
監
査
人
な
い
し
は
会
計
監
査
人
の
専
門
的
資
格
は
法
定
さ
れ
、
か
つ
各
々
の
被
監
査
企
業
か

ら
の
独
立
性
が
厳
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
(
西
ド
イ
ツ
商
法
≡
九
条
、
商
法
特
例
法
四
条
)
。
こ
の
専
門
性
と
独
立
性
故
に
、
決
算
監
査
人
や
会

計
監
査
人
の
会
計
監
査
は
、
会
社
の
経
営
に
直
接
関
与
し
な
い
一
般
株
主
、
債
権
者
、
ひ
い
て
は
1
般
公
共
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
,
会
計
監
査
が
1
般
公
共
か
ら
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
事
実
と
、
_
決
算
監
査
人
や
会
計
監
査
人
の
1
.
般
公
共
に
対
す
る
法
的
責
任
が
直

ち
に
結
び
付
く
も
の
で
は
な
い
。
西
ド
イ
ツ
で
は
、
決
算
監
査
人
の
会
社
外
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
は
法
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
民
事
上
の

責
任
に
つ
い
て
も
'
見
解
は
l
致
し
て
い
_
な
い
。
参
照
、
W
.
E
b
k
e
,
W
i
r
t
s
c
a
f
t
s
p
r
u
f
e
r
u
n
d
D
r
i
t
t
h
a
f
t
u
n
g
(
1
9
8
3
)
一
K
.
P
.
E
s
s
e
r
,
D
i
e

I
S
A
一

54
1H

H
H
り

1
l
u
t
L
l

Z
i
v
i
l
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
 
H
a
f
t
u
n
g
 
d
e
s
 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
p
r
i
i
f
e
r
s
 
g
e
g
e
n
i
i
b
e
r
 
D
r
i
t
t
e
n
a
u
s
d
e
m
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
v
e
r
m
e
r
k
n
a
c
h
d
e
m
A
k
t
i
e
n
-

g
e
s
e
t
z
 
u
n
d
.
n
a
c
h
d
e
m
E
n
t
w
u
r
f
e
i
n
e
s
G
e
s
e
t
z
i
i
b
e
r
d
e
n
V
e
r
t
r
i
e
b
v
o
n
A
n
t
e
i
l
e
n
a
n
V
e
r
m
o
g
e
n
s
a
n
l
a
g
e
n
(
1
9
8
1
)
O
　
し
か
し
　
4



決
算
監
査
人
な
い
し
会
計
監
査
人
の
資
格
の
法
定
は
、
法
が
会
計
監
査
の
一
般
公
共
へ
の
寄
与
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
一
般
公
共
の
期
待
と
信
頼
を
具
体
化
す
る
よ
う
な
監
査
任
務
の
確
定
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

(

2

)

　

参

照

、

W

.

S

t

r

o

b

e

l

,

D

i

e

K

r

i

s

e

n

w

a

r

n

p

r

o

b

l

e

m

 

d

e

s

W

i

r

t

s

c

h

a

f

t

s

p

r

i

i

f

e

r

s

n

a

c

h

∽

1

6

6

I

I

A

k

t

G

,

D

B

1

9

7

7

H

e

f

t

4

6

,

S

.

2

1

5

3

;

H

.

C
l
e
m
m
,
E
r
w
a
r
t
u
n
g
 
a
n
 
d
i
e
 
A
b
s
c
h
l
u
B
p
r
u
f
u
n
g
,
W
p
g
.
1
9
8
4
H
e
f
t
2
3
/
2
4
,
S
.
6
4
7
.

(
S
)
　
参
輿
C
.
F
r
e
i
l
i
n
g
,
Z
u
r
O
b
e
r
w
a
c
h
t
u
n
g
d
e
r
 
A
k
t
i
e
n
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
 
d
u
r
c
h
 
A
u
f
s
i
c
h
t
s
r
a
t
u
n
d
A
b
s
c
h
l
u
B
p
r
巳
e
r
,
Z
f
b
F
1
9
7
8

H
e
f
t
 
1
0
/
l
l
,
S
.
7
1
2
;
W
i
i
r
d
i
n
g
e
r
,
I
別
掲
注
(
6
)
、
S
.
1
3
6
.

ォ
)
　
日
本
に
お
け
る
会
計
監
査
に
つ
い
て
も
、
そ
の
指
導
的
側
面
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
参
照
、
優
和
公
認
会
計
士
共
同
事
務
所
編
・
非
公
開
会
社

の
会
計
監
査
事
例
九
頁
(
i
九
八
五
)
.

(
2
)
　
高
柳
、
前
掲
注
(
7
)
、
八
1
頁
も
、
西
ド
イ
ツ
の
法
定
監
査
の
特
色
と
し
て
、
経
営
者
の
経
営
管
理
の
1
環
と
し
て
間
接
的
に
管
理
す
る
指

導
的
役
割
の
重
要
性
を
挙
げ
て
お
り
、
経
営
者
の
会
計
活
動
の
批
判
的
評
価
を
監
査
の
第
7
義
的
日
的
と
し
'
指
導
的
役
割
を
、
単
に
付
随
的
役

割
と
割
り
切
っ
て
理
解
す
る
の
は
極
め
て
困
難
だ
と
す
る
。

64

ヽ
164111-。9B

第
三
章
　
　
監
査
報
告
書
の
記
載
事
項

0
　
会
計
監
査
の
結
果
の
報
告
　
　
監
査
報
告
書
に
は
監
査
の
方
法
の
概
要
な
ら
び
に
監
査
の
結
果
が
示
さ
れ
る
。
監
査
証
明
が
限
定

3
閣
E

ま
た
は
拒
絶
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
理
由
が
詳
細
に
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
経
営
監
査
士
協
会
の
専
門
意
見
書
に
よ
れ

ば
、
監
査
の
限
定
に
到
ら
な
い
よ
う
な
会
計
上
の
問
題
、
さ
ら
に
は
会
計
監
査
の
遂
行
中
に
見
出
さ
れ
た
会
計
範
織
の
欠
陥
に
つ
い
て

(
3
)

も
、
報
告
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
欠
陥
が
、
決
算
監
査
人
と
取
締
役
と
の
協
議
を
通
じ
て
、
既
に
改
善
さ
れ
取
り
除
か
れ
た
か

い
な
か
は
、
係
わ
り
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
報
告
は
、
報
告
受
鏡
者
が
被
監
査
会
社
の
会
計
シ
ス
テ
ム
の
観
織
、
機
能
状
況
に
つ
き
理
解
を

(
2
5
)

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

0
　
年
度
決
算
書
の
各
項
目
の
分
類
・
解
説
　
　
ア
ド
ラ
ー
・
ド
ユ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ュ
マ
ル
ツ
に
よ
れ
ば
、
年
度
決
算
書
の
分
類
・
解
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説
の
目
的
は
、
取
締
役
と
と
も
に
年
度
決
算
書
を
確
定
す
る
監
査
役
会
に
、
年
度
決
算
書
に
関
す
る
独
立
し
た
見
解
を
提
供
す
る
こ
と
に

あ
る
。
監
査
役
会
は
、
株
主
や
一
般
公
衆
が
営
業
報
告
書
の
説
明
報
告
(
1
九
八
五
年
改
正
前
)
　
に
よ
っ
て
知
り
う
る
以
上
の
内
容
を
監
査

(
翌

報
告
書
に
期
待
し
て
お
り
、
従
っ
て
解
説
は
説
明
報
告
を
補
足
す
る
、
.
詳
細
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
'
と
い
う
。
も
っ
と

も
、
1
九
八
五
年
会
計
基
準
法
に
よ
る
附
属
明
細
書
は
、
従
来
の
説
明
報
告
と
比
べ
る
と
、
報
告
内
容
を
大
幅
に
拡
充
さ
せ
て
い
る
(
商
法

二
八
四
条
、
二
八
五
条
)
。
こ
の
改
正
が
監
査
報
告
書
に
お
け
る
年
度
決
算
書
の
解
説
の
重
要
性
を
低
下
さ
せ
る
の
か
、
′
そ
れ
と
も
よ
り
一
層

Bl柵的

詳
細
な
解
説
を
求
め
る
結
果
と
な
る
の
か
は
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

臼
　
会
社
の
財
産
・
収
益
状
況
等
の
分
析
　
　
会
社
の
財
産
・
収
益
状
況
の
分
析
は
、
1
九
六
五
年
株
式
法
改
正
の
以
前
か
ら
、
慣
行

と
し
て
監
査
報
告
書
に
お
い
て
報
告
さ
れ
て
い
た
。
経
営
監
査
士
協
会
は
同
改
正
に
お
い
て
、
か
か
る
事
項
を
監
査
報
告
書
の
法
定
記
載

(
8
)

事
項
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
連
邦
議
会
の
法
律
委
員
会
は
、
同
提
案
を
結
局
は
退
け
た
が
、
同
委
員
会
も
財
産
・
収
益
状
況
の

解
説
が
ほ
と
ん
ど
の
監
査
報
告
書
に
お
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
お
り
、
明
確
な
法
規
定
が
な
く
と
も
か
か
る
慣
行
は
維
持

へ
F
j
J

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
経
営
監
査
士
協
会
の
専
門
意
見
は
、
年
度
決
算
書
の
各
項
目
の
分
類
・
解
説
は
、
当

(
8
)

然
に
会
社
の
財
産
・
収
益
状
況
の
解
説
に
進
み
、
む
し
ろ
両
者
は
不
可
分
l
体
と
み
る
べ
き
で
あ
る
、
と
解
し
て
い
る
.

経
営
監
査
士
協
会
の
専
門
意
見
に
よ
る
と
、
い
か
な
る
内
容
を
報
告
す
る
か
は
、
情
報
の
報
告
受
領
者
た
る
取
締
役
、
監
査
役
会
に
と
っ

(S)

て
有
す
る
意
義
に
従
い
決
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
ド
ラ
ー
・
ド
ユ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ュ
マ
ル
ツ
は
、
そ
の
際
、
監
査
役
会
が
業
務
執
行
の
適

(S)

法
性
の
監
査
に
留
ま
ら
ず
、
業
務
の
妥
当
性
、
合
目
的
性
の
監
査
を
も
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
考
慮
す
る
べ
き
だ
と
す
る
。

t
九
八
五
年
会
計
基
準
法
は
、
会
社
の
財
産
・
収
益
・
財
政
状
況
の
悪
化
で
、
年
度
決
算
書
に
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
与
え
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
監
査
報
告
書
の
法
定
記
載
事
項
と
し
、
従
来
か
ら
の
慣
行
を
部
分
的
に
法
定
化
し
た
(
商
法
三
二
1
条
1
項
第
四
文
・
本
稿
第
二

K
c
r
>
)

章
臼
)
o
こ
れ
に
よ
り
監
査
報
告
書
の
報
告
能
力
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
告
義
務
を
履
行
す
る

1
5
〇
一
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説
　
た
め
に
は
、
会
計
報
告
の
内
容
が
会
社
の
状
況
を
真
正
に
伝
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
そ
の
内
容
が
会
社
の

00

*
J
"

経
営
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。
決
算
監
査
人
の
「
危
機
警
告
機
能
」
の
初
期
次
元
、
と
評
し
え
る
。

幽
特
別
報
告
義
務
(
商
単
二
≡
粂
二
項
)
の
成
立
企
業
の
存
立
・
発
展
を
脅
か
す
危
険
の
あ
る
事
実
、
ま
た
は
会
社
代
表
者
の

法
令
定
款
違
反
行
為
の
指
摘
は
、
決
算
監
査
人
の
「
危
機
警
告
機
能
」
の
典
型
で
あ
る
。
会
社
の
財
産
・
収
益
状
況
の
分
析
が
、
l
応
は

年
度
決
算
書
に
記
載
さ
れ
た
企
業
の
過
去
の
活
動
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
、
年
度
決
算
書
に
示
さ
れ
な
い
活
動
や
'

企
業
の
将
来
の
活
動
が
対
象
と
な
る
。

特
射
報
告
義
務
は
、
1
九
六
五
年
株
式
法
改
正
で
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
先
例
と
な
っ
た
の
が
、
1
九
五
四
年
1
二
月
1

(
S
)

五
日
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
終
戦
直
後
の
マ
ル
ク
切
り
換
え
に
伴
う
表
面
的
な
評
価
益
の
存
在
に
惑
わ
さ
れ
、
多

額
の
設
備
投
資
を
実
行
し
た
結
果
、
資
金
繰
り
が
悪
化
し
、
結
局
は
倒
産
し
た
株
式
会
社
に
つ
い
て
、
原
告
の
同
社
管
財
人
が
、
被
告
の

同
社
決
算
監
査
人
の
責
任
を
問
う
た
事
例
で
あ
る
。
原
告
は
、
被
告
が
そ
の
任
務
を
怠
り
、
会
社
の
危
機
的
状
況
を
報
告
し
な
か
っ
た
た

め
、
設
備
投
資
が
実
行
さ
れ
た
の
だ
と
主
張
し
た
。

I
.
c
o
.
*

判
決
は
、
従
来
の
慣
行
に
反
し
て
、
決
算
監
査
人
の
任
務
を
限
定
的
に
解
し
、
会
社
の
営
業
の
推
移
や
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
の

i
艇
的
報
告
義
務
を
否
定
す
る
。
し
か
し
他
方
で
、
判
決
は
、
決
算
監
査
人
が
会
社
の
機
関
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
こ
か
ら
決
算
監

査
人
の
会
社
に
対
す
る
特
別
の
報
告
義
務
を
導
き
出
す
。

「
契
約
と
、
機
関
と
し
て
の
地
位
は
、
特
別
の
信
頼
関
係
を
生
ぜ
し
め
、
ま
た
忠
実
義
務
を
基
礎
付
け
る
。
そ
の
結
果
決
算
監
査
人

は
、
決
算
監
査
の
遂
行
中
に
〔
会
社
の
〕
業
務
執
行
、
収
益
性
、
流
動

~
性
に
重
大
な
疑
念
を
抱
-
に
到
っ
た
と
き
は
、
警
告
を
発
す
る
こ

(
8
)

と
を
求
め
ら
れ
る
」
。

(
f
e
)

1
九
六
五
年
株
式
法
1
六
六
条
二
項
は
、
こ
の
判
決
の
理
念
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
.
な
お
、
1
九
五
四
年
判
決
は
特
別
報
告
義
務

ヽ
ノ
84111

ノ
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の
根
拠
を
決
算
監
査
人
の
　
「
機
関
的
地
位
」
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
忠
実
義
務
に
求
め
る
。
こ
れ
は
、
決
算
監
査
人
の
任
務
範
囲
を
年
度
決

算
書
の
適
法
性
の
監
査
に
留
め
て
お
き
な
が
ら
'
会
社
の
経
営
状
態
に
つ
.
い
て
の
特
別
報
告
義
務
を
認
め
る
と
い
う
、
1
見
矛
盾
し
た
結

論
を
基
礎
付
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
は
、
決
算
監
査
人
の
特
別
報
告
義
務
は
、
あ
え
て
決
算
監
査
人
の
　
「
機
関
性
」
を
持
ち
出
さ

ず
と
も
,
監
査
契
約
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
監
査
契
約
の
履
行
に
伴
う
信
義
則
上
の
義
務
に
よ
り
根
酪
付
け
ら
れ
る
、
と
解
す
る
説
が
多

(
8
)

ヽ

　

0

>

由
　
特
別
報
告
を
要
す
る
事
項
　
本
項
の
報
告
事
項
に
は
、
企
業
の
流
動
性
・
収
益
性
の
急
激
な
悪
化
の
よ
う
に
、
年
度
決
算
書
の

中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
事
項
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
項
は
監
査
役
会
、
取
締
役
に
も
既
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
「
決
算

監
査
人
の
警
告
は
、
そ
の
会
社
内
に
お
け
る
地
位
、
そ
め
専
門
的
資
格
、
あ
る
い
は
そ
の
人
格
的
信
用
に
よ
っ
て
、
と
き
に
既
に
示
さ
れ

K
e
n
)

た
見
解
の
見
直
し
を
導
く
の
で
あ
る
」
。

も
っ
と
も
商
法
三
二
t
条
1
項
第
四
文
が
新
設
さ
れ
て
お
り
(
本
章
三
)
、
か
か
る
事
項
は
同
文
の
報
告
事
項
に
重
な
っ
て
く
る
。
す
る

と
第
二
項
に
よ
る
報
告
の
重
点
は
、
年
度
決
算
書
に
は
直
接
現
れ
な
い
よ
う
な
、
会
社
経
営
上
の
潜
在
的
危
険
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
-

久
ノ
0

そ
も
そ
も
1
九
五
四
年
判
決
が
問
題
と
し
た
の
は
、
充
分
な
資
金
調
達
の
裏
付
け
な
し
に
な
さ
れ
た
過
大
な
設
備
投
資
で
あ
っ
た
o
こ

の
よ
う
な
事
項
は
年
度
決
算
書
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
会
社
の
投
資
・
経
営
計
画
の
分
析
を
必
要
と
す
る
。
同

種
の
事
例
と
し
て
、
ア
ド
ラ
ー
・
ド
ユ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ュ
マ
ル
ツ
は
、
重
大
な
不
利
益
を
生
ぜ
し
め
る
恐
れ
の
あ
る
契
約
、
製
品
の
選
択

(ァ)

に
つ
い
て
の
誤
っ
た
企
業
政
策
、
等
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
項
の
報
告
は
、
被
監
査
会
社
の
将
来
に
対
す
る
決
算
監
査
人
の
評
価
・
分
析
を
含
む
こ
と
に
な
る
が
、
か
か
る
評
価
は
会

計
監
査
に
お
い
て
当
然
に
決
算
監
査
人
に
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
会
計
監
査
は
基
本
的
に
は
、
被
監
査
会
社
の
過
去
の
活
動

>

5

0

941110
K
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(
S
O

の
報
告
の
監
査
で
あ
り
、
会
社
の
将
来
の
計
画
の
監
査
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
投
資
計
画
に
対
す
る
批
判
は
'
会
社
経
営
者

の
経
営
政
策
そ
の
も
の
の
評
価
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
で
経
営
監
査
に
明
確
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
会
計
報
告
の
真
実
性
の
み
を
審

査
す
る
本
来
の
会
計
監
査
と
は
も
ち
ろ
ん
、
年
度
決
算
書
記
載
事
項
の
分
析
で
あ
る
財
産
・
収
益
状
況
の
報
告
と
も
、
同
l
線
上
で
は
論

じ
ら
れ
な
い
.
1
九
五
四
年
判
決
に
批
判
的
な
ギ
ル
ゲ
ソ
ゾ
ー
ン
が
、
同
判
決
は
、
会
社
の
現
在
の
状
沢
(
L
a
g
e
d
e
r
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
)
の
報

告
と
、
企
業
の
将
来
を
も
含
む
そ
の
経
営
環
境
(
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
l
i
c
h
e
V
e
r
h
a
l
t
n
i
s
s
e
)
と
を
混
同
し
て
お
り
、
会
社
の
状
況
の
報
告
義
務
を
否

(
9
)

定
し
て
お
き
な
が
ら
、
経
営
環
境
に
関
す
る
報
告
を
求
め
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
、
と
非
難
す
る
の
も
、
故
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
項
は
、
取
締
役
の
重
大
な
法
令
定
款
違
反
行
為
を
も
、
報
告
対
象
と
す
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
会
計
事
項
以
外
の
違
反

(
3
)

で
あ
る
。
会
計
規
定
に
関
す
る
違
反
は
、
本
条
1
項
に
よ
り
当
然
に
報
告
を
義
務
付
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

九
六
五
年
株
式
法
1
六
七
条
二
項
の
も
と
で
は
、
決
算
監
査
人
が
監
査
証
明
を
拒
絶
す
る
と
き
に
は
、
拒
絶
理
由
の
記
載
が
予
定
さ
れ
て
い

な
い
。
新
法
で
は
監
査
証
明
の
拒
絶
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
そ
の
限
定
の
場
合
と
同
様
、
理
由
を
附
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
(
商
法
三
二
二
条
三

・
項
第
三
文
)
。
こ
れ
に
よ
り
監
査
証
明
の
報
告
能
力
は
大
き
-
改
善
す
る
。
参
輿
W
.
G
r
e
w
e
,
D
i
e
P
f
l
i
c
h
t
p
r
i
i
f
u
n
g
n
a
c
h
n
e
u
e
m
R
e
c
h
t
,

W
p
g
1
9
8
6
H
e
f
t
4
,
S
.
9
2
.

(
3
)
I
d
W
,
F
a
c
h
g
u
t
a
c
h
t
e
n
2
/
1
9
7
7
,
U
掲
注
(
9
)
、
C
I
V
.

.
F
o
r
s
t
e
r
,
G
r
u
n
d
s
a
t
z
e
o
r
d
n
u
n
g
s
m
a
B
i
g
e
r
A
b
s
c
h
l
u
B
p
r
u
f
u
n
g
,
B
e
r
i
c
h
t
e
r
s
t
a
t
t
u
n
g
e
n
u
n
d
d
e
r
E
r
t
e
i
l
u
n
g
v
o
n
B
e
s
t
恥
・

t
i
g
u
n
g
s
v
e
r
m
e
r
k
e
n
,
W
p
g
.
1
9
7
7
H
e
f
t
1
/
2
,
S
.
5
.

'
5
S
)
A
d
l
e
r
/
D
u
r
i
n
g
/
S
c
h
m
a
l
t
z
,
前
掲
注
(
6
)
、
∽
1
6
6
T
z
.
3
2
.

九
八
五
年
会
計
基
準
法
は
、
附
属
明
細
書
を
年
度
決
算
書
に
含
め
て
い
る
(
前
掲
注
I
T
そ
こ
で
、
附
属
明
細
書
も
、
監
査
報
告
書
で
解

説
す
べ
き
「
年
度
決
算
書
の
各
項
目
」
に
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
グ
レ
ー
ヴ
ユ
は
、
附
属
明
細
書
の
記
載
に
も
報
告
が
必
要
と

解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
だ
と
す
る
と
、
監
査
報
告
書
は
附
属
明
細
書
の
詳
細
な
報
告
を
さ
ら
に
分
析
・
補
充
す
る
こ
と
に
な
る
。
参
照
、

G
r
e
w
e
,
前
掲
注
f
C
O
¥cc
o
J
、
S
.
9
0
.
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U
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イド顔

(
8
)
　
H
i
l
d
前
掲
注
(
3
)
、
S
.
1
4
4
6
-
1
4
4
7
.

0
　
B
u
n
d
e
s
t
a
g
D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
I
V
/
3
2
9
6
1
9
6
5
,
S
.
3
8
.
法
律
誓
貝
会
は
、
財
産
・
収
益
状
況
の
分
析
を
法
定
記
載
事
項
と
し
て
明
定
す
る
こ
と

は
、
会
計
監
査
の
範
囲
そ
の
も
の
の
拡
大
と
推
定
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
O

(
g
)
　
w
W
F
a
c
h
g
u
t
a
c
h
t
e
n
2
/
1
9
7
7
こ
別
掲
注
(
9
)
、
C
I
I
=
年
度
決
算
書
の
各
項
目
の
分
類
と
充
分
な
解
説
の
義
務
は
、
原
則
と
し
て
、
財
産

・
収
益
状
況
の
推
移
の
報
告
に
ま
で
到
る
。
か
か
る
報
告
は
よ
き
慣
行
に
も
合
致
す
る
」
。

(
3
)
(S)

'

蝣

e

n

)

I
d
W
F
a
c
h
g
u
t
a
c
h
t
e
n
2
/
1
9
7
7
こ
別
掲
注
(
9
)
、
C
I
 
A
n
m
.
6
.

A
d
l
e
r
/
D
u
r
i
n
g
＼
S
c
h
m
a
l
t
z
,
前
掲
注
(
6
)
、
∽
1
6
6
T
z
.
3
2
.

B
u
n
d
e
s
t
a
g
D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
l
O
/
3
1
7
1
9
8
3
,
S
.
9
5
.
も
っ
と
も
規
定
の
新
設
に
伴
い
、
「
悪
化
」
、
「
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
」
と
い
っ
た
概
念
に
つ

き
、
実
務
上
の
解
釈
基
準
を
設
け
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
参
照
、
G
r
e
w
e
前
掲
注
　
、
S
.
9
0
.

(
3
5
)
　
B
G
H
U
r
t
.
v
.
1
5
.
1
2
.
1
9
5
4
,
B
G
H
Z
1
6
,
S
.
1
7
.
破
産
会
社
W
社
は
、
1
九
四
八
年
ま
で
に
二
九
万
四
千
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
の
債
務
超
過

を
計
上
し
て
い
た
の
に
、
マ
ル
ク
の
切
り
換
え
に
伴
う
経
理
操
作
で
、
表
面
上
は
二
四
万
三
千
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
だ
け
資
産
が
債
務
を
上
回
る

こ
と
に
な
っ
た
o
そ
こ
で
酪
社
は
、
1
二
〇
万
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
に
の
ぼ
る
投
資
を
実
施
し
た
が
、
資
金
負
担
に
耐
え
き
れ
ず
に
倒
産
し
た
。
判

決
は
、
原
審
判
決
は
、
被
告
の
会
社
に
対
す
る
忠
実
義
務
よ
り
生
じ
る
、
助
言
義
務
(
R
e
d
e
p
f
l
i
c
h
t
)
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
が
、
被
告
が
同

義
務
を
適
切
に
履
行
し
て
い
れ
ば
、
本
件
投
資
自
体
は
防
ぎ
え
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
会
社
は
早
期
に
更
生
策
を
実
施
し
、
最
悪
の
事
態
は
回
避

し
え
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
原
審
判
決
を
破
棄
し
た
。
な
お
参
照
、
河
本
1
郎
「
決
算
監
査
役
の
特
別
報
告
義
務
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
・
L
・
ド

イ
ツ
判
例
_
百
選
t
三
〇
頁
(
1
九
六
九
)
0

(
」
)
　
W
.
G
i
r
g
e
n
s
o
h
n
.
D
e
r
A
u
f
g
a
b
e
n
b
e
r
e
i
c
h
d
e
s
a
k
t
i
e
n
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
A
b
s
c
h
l
u
B
p
r
u
f
e
r
s
,
W
p
g
1
9
5
5
H
e
f
t
7
,
S
.
1
5
2
.
も
っ
と
も
、
財
産

・
収
益
状
況
の
報
告
は
、
慣
行
で
は
あ
っ
て
も
'
慣
習
法
に
ま
で
到
達
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
判
決
の
結
論
は
正
当
で
あ
る
、
と
の
反
論

も
あ
る
。
参
照
、
A
.
M
o
x
t
e
r
,
D
e
r
A
u
f
g
a
b
e
n
b
e
r
e
i
c
h
d
e
s
a
k
t
i
e
n
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
n
A
b
s
c
h
l
u
B
p
r
i
i
f
e
r
s
,
W
p
g
1
9
5
7
H
e
f
t
l
l
/
1
2
,
S
.
2
7
4
.

(
g
)
　
B
G
H
Z
1
6
,
S
.
2
5
.

(
f
c
)
　
B
u
n
d
e
s
t
a
g
 
D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
 
I
V
/
1
7
1
1
9
6
2
,
S
.
1
8
3
.

H

.

B

r

b

n

n

e

r

,

A

k

t

i

e

n

g

e

s

e

t

z

 

G

r

o

B

k

o

m

m

e

n

t

a

r

,

3

.

A

u

f

l

a

g

e

　

1

9

7

0

,

∽

1

6

8

A

n

m

.

8

;

　

B

u

r

k

e

l

,

前

掲

注

(

2

)

~

、

S

.

2

7

-

2

8

;

P

.

M

u

l

l

e

r

-

F

r

o

e

l

i

c

h

,

1

s

t

d

e

r

A

b

s

c

h

l

u

B

p

r

u

f

e

r

e

i

n

O

r

g

a

n

d

e

r

A

k

t

i

e

n

g

e

s

e

l

l

s

c

h

a

f

t

?

W

p

g

1

9

7

2

H

e

f

t

2

0

,

S

.

5

5

0

-

5

5

2

.
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説諭
　
　
(
8
)
(ァ)

(
3
)

・
ド
ユ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ュ
マ
ル
ツ
は
、
決
算
監
査
人
の
独
立
・
公
平
な
る
任
務
遂
行
を
、
そ
の
機
関
た
る
地
位
よ
り
基
礎
付
け
、
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
決
算
監
査
人
の
忠
実
義
務
を
導
き
出
す
。
参
照
、
A
d
l
e
r
/
D
i
i
r
i
n
g
＼
S
c
h
m
a
l
t
z
二
別
掲
注
(
6
)
,
ァ
1
6
4
T
z
.
3
,
ァ
1
6
8
T
z
.
7
.

B
G
H
Z
1
6
,
S
.
2
6
.

A
d
l
e
r
/
D
u
r
i
n
g
＼
S
c
h
m
a
l
t
z
,
前
掲
注
(
6
)
へ
∽
1
6
6
T
z
.
6
1
.

B
u
r
k
e
]
,
I
別
掲
注
(
2
)
、
S
.
5
1
・
「
企
業
の
危
険
な
状
況
の
早
期
認
識
に
関
し
て
、
特
に
調
査
の
拡
大
と
の
関
連
で
以
下
の
こ
と
を
明
確
に
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
決
算
監
査
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
報
告
は
、
存
立
の
危
険
、
ま
た
は
発
展
の
・
阻
害
の
分
析
を
も
含
め
て
,

す
べ
て
将
来
に
向
け
て
の
決
定
の
考
察
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
企
業
の
切
迫
し
た
危
険
を
予
想
さ
せ
る
、
将
来
に
関
す
る
情
報

は
、
株
式
法
上
の
義
務
的
監
査
の
枠
内
で
当
然
に
決
算
監
査
人
の
手
に
入
る
も
の
で
は
な
い
。
企
業
な
い
し
は
そ
の
計
画
の
分
析
を
通
じ
て
は

じ
め
て
か
か
る
認
識
の
重
大
な
源
泉
を
導
き
出
し
う
る
の
で
あ
る
」
。

sffi
'

蝣

O

i
a
e
i

25HHHU

1HHHり

l
u
レ
l

i
O
 
G
i
r
g
e
n
s
o
h
n
,
j
別
掲
注
　
、
S
.
1
5
4
,
1
5
5
-
1
5
6
.

(
5
?
)
　
B
u
n
d
e
s
t
a
g
D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
I
V
/
1
7
1
1
9
6
2
,
S
.
1
8
3
.

第
四
章
　
拡
大
さ
れ
た
報
告
義
務
と
監
査
手
続

0
　
監
査
さ
れ
た
状
況
の
利
用
　
元
六
五
年
株
式
法
1
六
六
条
第
二
項
に
関
す
る
政
府
草
案
趣
意
書
は
、
会
社
の
状
況
や
業
務
執

'
3
;

行
は
決
算
監
査
の
対
象
で
は
な
い
、
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
経
営
監
査
士
協
会
の
専
門
意
見
も
、
同
項
の
報
告
義
務
は
、
正
規
の
決

(S)

算
監
査
の
遂
行
中
に
決
算
監
査
人
が
知
り
え
た
事
実
の
み
を
対
象
と
す
る
、
と
し
て
、
一
六
六
条
二
項
の
特
別
報
告
義
務
が
監
査
の
範
囲

を
拡
大
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
限
り
、
「
経
営
状
況
の
監
査
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

(
8
)

監
査
が
な
さ
れ
た
と
い
う
状
況
が
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
拡
大
さ
れ
た
報
告
義
務
は
、
決
算
監
査
の
手
続
の
中
に
如
何
に
紅
み
込
ま
れ
て
い
る
か
を
、
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
次
節
で
は
こ
の
問
題
の
検
討
を
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
に
拠
っ
て
行
う
が
、
問
題
自
体
は
西
ド
イ
ツ
固
有
の
問
題
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で
は
な
-
、
現
代
会
計
監
査
の
特
色
と
し
て
、
日
本
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

⇔
　
現
代
会
計
監
査
の
検
討
　
　
第
t
に
今
日
の
会
計
監
査
は
、
被
監
査
会
社
の
内
部
統
制
範
織
の
充
実
を
前
提
と
し
た
、
.
試
査
監
査

(
3
)

で
あ
る
。

会
計
報
告
の
対
象
と
な
る
あ
ら
ゆ
る
取
引
や
資
産
の
実
在
性
を
、
監
査
人
(
本
節
に
限
り
、
職
業
専
門
家
と
し
て
会
計
監
査
を
実
施
す
る
も
の

を
総
称
す
る
呼
称
と
し
て
「
監
査
人
」
た
る
名
称
を
用
い
る
)
が
個
別
に
検
査
す
る
こ
と
は
、
時
間
的
に
も
費
用
的
に
も
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
被
監
査
会
社
の
会
計
統
制
魁
織
の
存
在
や
、
そ
の
機
能
状
況
を
監
査
人
が
確
認
し
た
う
え
で
、
監
査
人
自
身
の
監
査
手
続
を
補
充
的

(
8
)

に
実
施
し
、
計
算
書
類
の
信
頼
性
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
の
が
、
現
代
監
査
の
構
造
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
、
監
査
人
の
監
査
手
続
の
中
で
、
被
監
査
会
社
の
内
部
統
制
の
組
織
・
運
営
状
況
の
調
査
な
い
し
評
定
の
手
続
の
占
め

る
地
位
が
極
め
て
大
き
く
な
る
。
経
営
監
査
士
協
会
の
専
門
意
見
も
、
「
被
監
査
会
社
の
規
模
の
拡
大
と
、
会
計
範
織
の
オ
ー
ト
メ
化
の
進
(g)

展
に
よ
り
、
内
部
統
制
の
監
査
は
、
適
切
か
つ
重
大
な
る
濫
査
手
続
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
」
)

内
部
統
制
の
調
査
・
評
定
手
続
の
重
視
は
、
監
査
手
続
の
比
重
が
期
末
監
査
よ
り
期
中
監
査
に
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、

監
査
の
目
的
を
計
算
書
類
か
ら
会
計
魁
織
そ
の
も
の
へ
と
変
化
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
会
計
観
織
全
体
、
ひ
い
て
は
被
監
査
会

社
の
活
動
全
体
に
対
す
る
監
査
人
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

第
二
に
、
適
正
な
監
査
遂
行
の
た
め
に
は
、
企
業
の
経
営
環
境
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
監
査
人
は
、
監
査
計
画
を
作
成
し
て
、
自

(
5
2
)

己
の
監
査
手
続
の
内
容
や
範
囲
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
被
監
査
会
社
の
経
営
環
境
を
よ
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
現
代
の
企
業

活
動
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
お
り
、
被
監
査
会
社
の
営
業
活
動
の
特
色
の
理
解
な
し
に
は
、
効
果
的
な
監
査
は
図
り
え
な

K
i
n
)い
。
又
、
被
監
査
会
社
の
財
産
・
収
益
の
状
況
が
全
体
的
ま
た
は
部
分
的
に
悪
化
し
て
い
る
と
き
に
は
、
会
社
の
会
計
処
理
の
適
正
さ
に

CS)

つ
き
、
特
に
慎
重
な
監
査
が
求
め
ら
れ
る
。

ヽ
1
35111l

u
レ
l

O
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説
　
第
三
に
、
現
代
会
計
の
中
に
は
経
営
者
の
将
来
に
関
す
る
予
測
や
見
積
が
紅
み
込
ま
れ
て
お
り
、
会
計
監
査
に
お
い
て
も
か
か
る
予
測

へ
r
H
)

・
見
積
の
正
当
性
の
評
価
が
求
め
ら
れ
る
.

袷

固
定
資
産
の
原
価
償
却
、
債
権
の
評
価
、
引
当
金
の
設
定
の
判
断
は
、
す
べ
て
将
来
の
事
象
に
関
す
る
経
営
者
の
予
測
を
前
提
と
し
て

成
立
し
て
い
る
。
監
査
人
も
、
会
計
処
理
の
正
当
性
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
将
来
に
関
す
る
情
報
を
取
得
し
、
被
監
査
会
社
の
将
来
に

関
す
る
自
己
な
り
の
判
断
を
下
す
必
要
が
あ
る
。

ス
ト
ロ
ー
ベ
ル
は
、
年
度
決
算
書
は
全
体
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
よ
っ
て
監
査
人
も
年
度
決
算
書
に
示
さ
れ
た
会
社
の

将
来
に
関
す
る
情
報
が
全
体
的
統
t
性
を
保
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
そ
の
過
程
で
監
査
人
は
、

(
8
)

一
定
の
限
度
で
会
社
の
将
来
に
関
す
る
全
体
像
と
い
っ
た
も
の
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。

⇔
　
監
査
手
続
の
拡
大
の
可
能
性
　
前
記
の
よ
う
な
会
計
監
査
の
特
色
を
前
提
と
す
る
限
り
、
年
度
決
算
書
の
各
項
目
の
分
類
・
解

説
は
も
ち
ろ
ん
、
会
社
の
財
産
・
収
益
状
況
の
分
析
も
、
年
度
決
算
書
の
監
査
の
過
程
で
必
然
的
に
取
得
し
う
る
、
会
社
の
経
営
状
況
に

関
す
る
認
識
を
伝
え
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
t
応
は
解
し
う
る
。
し
か
し
少
な
-
と
も
、
決
算
監
査
人
は
監
査
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
拡

大
さ
れ
た
報
告
義
務
の
存
在
を
常
に
念
頭
に
置
く
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
会
計
監
査
に
よ
り
取
得
し
た
情
報
を
、
監
査
役
会
や
取
締

役
が
各
々
の
任
務
を
遂
行
す
る
う
え
で
役
立
つ
よ
う
に
、
整
理
し
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
財
産
・
収
益
状
況
の
分
析
を
、
会
計
監
査
の
枠
内
で
の
み
行
う
と
い
う
命
題
と
、
財
産
・
収
益
状
況
の
報
告
内
容
は
、
監
査

(te)

報
告
書
の
受
債
者
た
る
監
査
役
会
、
取
締
役
に
と
っ
て
の
有
用
性
に
照
ら
し
て
決
さ
れ
る
と
い
う
命
題
は
、
常
に
t
致
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
。
監
査
役
会
、
取
締
役
に
と
っ
て
極
め
て
重
大
な
事
項
を
認
識
し
た
と
き
、
決
算
監
査
人
は
会
計
監
査
に
と
っ
て
の
必
要
性
、
と

い
う
枠
を
離
れ
て
も
付
加
的
な
調
査
を
実
施
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
経
営
監
査
士
協
会
の
専
門
意
見
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
商

法
三
二
一
条
第
一
項
第
四
文
の
新
設
に
よ
り
、
財
産
・
収
益
状
況
の
解
説
義
務
が
部
分
的
に
法
定
さ
れ
た
範
囲
で
、
こ
の
問
題
は
重
要
性

4

'
C

F
^
f
4511HHHU

(
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K
i
n
)

を
増
し
て
き
そ
う
で
あ
る
。

商
法
三
≡
条
第
二
項
の
特
別
報
告
事
項
に
関
し
て
は
、
決
算
監
査
人
が
報
告
の
対
象
と
な
り
う
る
事
項
の
手
掛
り
を
つ
か
ん
だ
段
階

(
5
9
)

で
、
調
査
義
務
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
決
算
監
査
人
は
、
会
計
監
査
手
続
の
中
で
企
業
の
財
産
・
収
益
の
状
況
や
、

企
業
の
将
来
に
関
す
る
1
定
の
予
測
を
把
握
し
、
特
別
報
告
の
対
象
と
な
る
事
実
の
存
在
の
可
能
性
(
例
え
ば
会
社
の
資
金
繰
り
状
況
の
悪
化

等
)
を
認
識
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
同
事
実
が
実
際
に
会
社
の
存
続
・
発
展
を
脅
か
す
性
質
の
も
の
か
ど
う
か
は
、
現
在
あ
る
い

は
将
来
の
事
態
に
対
し
、
経
営
者
が
如
何
に
対
処
し
ょ
J
O
と
し
て
い
る
か
(
従
っ
て
、
例
え
ば
会
社
の
資
金
調
達
計
画
や
投
資
計
画
)
を
検
討
し

(ァ)

て
は
じ
め
て
評
価
し
う
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
決
算
監
査
の
調
査
は
、
「
潜
在
的
な
危
険
事
実
の
性
格
と
、
株
式
法
一
六
六
条
第

二
項
(
一
九
六
五
年
株
式
法
-
筆
者
注
)
の
要
求
す
る
記
載
と
の
関
連
で
高
め
ら
れ
た
監
査
手
続
の
要
請
に
応
じ
て
柔
軟
に
調
整
さ
れ
、
企

(
3
X
S
)

業
の
差
し
迫
る
危
険
に
つ
い
て
の
推
論
的
根
拠
付
け
を
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

も
ち
ろ
ん
拡
大
さ
れ
た
調
査
手
続
に
も
限
界
は
あ
る
。
決
算
監
査
人
と
し
て
は
危
険
な
事
実
が
会
社
の
流
動
性
や
収
益
性
に
及
ぼ
す
影

響
を
指
摘
す
れ
ば
足
り
、
実
施
す
べ
き
経
営
政
策
ま
で
壁
百
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
~
あ
る
。
し
か
し
決
算
監
査
人
が
被
監
査
会

社
の
経
営
計
画
も
含
め
て
、
会
社
の
存
続
・
発
展
を
脅
か
す
危
険
性
を
調
査
す
る
限
り
で
、
決
算
監
査
人
は
会
社
の
会
計
の
信
頼
性
を
担

保
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
取
締
役
・
監
査
役
会
と
と
も
に
、
会
社
の
健
全
性
・
存
続
を
維
持
す
る
役
割
を
、
部
分
的
に
担
う
こ
と
に
な

s
s

(
3
)
　
B
u
n
d
e
s
t
a
g
D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
I
V
/
1
7
1
1
9
6
2
,
S
.
1
8
3
・

O
S
)
　
I
d
W
F
a
c
h
g
u
t
a
c
h
t
e
n
2
/
1
9
7
7
二
的
掲
注
(
9
)
、
C
I
・

(
S
S
)
　
H
i
l
d
,
前
掲
注
(
3
)
'
S
.
1
4
4
7
.

(
4
)
　
ア
メ
リ
カ
冶
衆
国
に
お
い
て
も
監
査
手
続
の
進
展
ほ
、
監
査
人
に
新
た
な
義
務
を
課
す
結
果
を
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
参
照
、
拙
稿
「
会

計
監
査
人
の
職
務
と
責
任
-
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
進
展
-
」
広
島
法
学
九
巻
四
号
三
八
五
頁
以
下
(
1
九
八
六
)
.

ヽ

-

ノ

5511HHHHHH
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u
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説
　
(
3
)
　
会
計
監
査
と
被
監
査
会
社
の
内
部
統
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
高
田
正
淳
・
最
新
監
査
論
1
四
妄
以
下
(
一
九
七
九
)
,
三
洋
一

・
会
計
士
監
査
論
〔
改
訂
版
〕
一
三
五
頁
以
下
(
一
九
八
四
)
0

論
　
(
3
)
　
企
業
会
計
審
議
会
・
監
査
基
準
第
二
、
実
施
-
二
に
よ
る
と
、
「
監
査
人
は
、
内
部
統
制
範
織
の
信
頼
性
の
霊
を
勘
案
し
て
、
試
査
の
範

囲
を
合
理
的
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

(
g
)
　
I
d
W
F
a
c
h
g
u
t
a
c
h
t
e
n
l
/
1
9
7
7
前
掲
注
(
9
)
、
C
N
・
さ
ら
に
参
照
、
F
o
r
s
t
e
r
,
前
掲
注
K
o
j
)
　
0
.
0
.

(
S
)
　
参
照
、
I
d
W
F
a
c
h
g
u
t
a
c
h
t
e
n
l
/
1
9
7
7
,
前
掲
注
(
9
)
、
C
I
V
A
n
m
.
1
.
[
内
部
統
制
の
監
査
は
営
業
年
度
終
了
前
の
期
中
に
実
施
さ
れ
る

の
が
合
理
的
で
あ
る
。
そ
の
際
、
期
中
監
査
実
施
後
貸
借
対
照
表
期
日
ま
で
の
間
に
予
想
さ
れ
る
、
内
部
統
制
の
変
更
を
把
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
。
も
っ
と
も
、
期
中
監
査
の
充
実
は
、
内
部
統
制
の
評
価
の
必
要
と
同
時
に
、
損
益
計
算
を
目
的
と
す
る
今
日
の
企
業
会
計
で
は
、
期
中

の
取
引
記
録
の
監
査
が
重
要
性
を
帯
び
て
き
た
こ
と
に
も
よ
っ
て
い
る
。
参
照
、
高
田
こ
別
掲
注
(
S
)
'
八
五
頁
l
八
七
頁
。

(
S
)
　
企
業
会
計
審
議
会
壷
査
実
施
準
則
第
二
、
通
常
の
監
査
手
続
は
、
「
0
予
備
調
査
の
手
続
」
と
し
て
、
会
社
の
概
況
、
な
ら
び
に
経
営
成

績
、
財
政
状
態
、
資
金
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
を
求
め
る
(
蝣
-
'
e
l
'
S
)
-

こ
の
よ
う
な
調
査
の
第
1
の
目
的
は
、
実
施
す
べ
き
監
査
手
続
の
内
容
・
範
囲
を
決
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
第
二
に
、
被
監
査
会
社
が
適
用
す

る
会
計
原
則
が
、
抽
象
的
に
公
正
な
会
計
慣
行
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
-
、
当
該
企
業
に
と
っ
て
具
体
的
に
妥
当
な
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
会
社
の
経
営
環
境
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
第
二
の
点
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
議

論
に
つ
き
へ
参
照
、
拙
稿
・
前
掲
注
　
　
三
八
五
I
三
八
八
頁
、
河
合
秀
敏
壷
代
監
査
の
論
理
二
二
八
-
二
三
二
頁
(
1
<
八
.
1
)
-

(
S
)
　
経
営
監
査
士
協
会
の
専
門
意
見
も
、
「
緊
迫
し
た
経
営
状
態
に
あ
る
企
業
に
つ
い
て
は
,
監
査
の
重
点
と
精
度
が
変
化
し
う
る
こ
と
を
考
慮
す

べ
き
」
で
あ
る
と
い
う
ー
I
d
W
F
a
c
h
g
u
t
a
c
h
t
e
n
2
/
1
9
7
7
二
的
掲
注
(
9
)
、
C
I
I
I
A
n
m
.
1
.

(
8
)
　
参
照
、
H
.
C
l
e
m
m
,
D
i
e
B
e
d
e
u
t
u
n
g
d
e
s
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
v
e
r
m
e
r
k
e
s
 
d
e
s
 
A
b
s
c
h
l
u
B
p
r
u
f
e
r
s
 
e
i
n
e
r
 
A
k
t
i
e
n
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
n
a
c
h

d

e

r

z

e

i

t

i

g

e

n

 

g

e

s

e

t

z

l

i

c

h

e

r

R

e

g

e

l

u

n

g

 

u

n

d

 

n

a

c

h

d

e

m

 

V

e

r

s

t

a

n

d

n

i

s

d

e

r

 

A

l

l

g

e

m

e

i

n

h

e

i

t

,

W

p

g

1

9

7

7

H

e

f

t

6

,

S

.

1

4

8

-

1

5

4

蝣

S
t
r
o
b
e
l
,
別
掲
注
(
2
)
'
S
.
2
1
5
5
-
2
1
5
6
.
特
に
債
権
の
評
価
勘
定
で
あ
る
貸
倒
引
当
金
を
含
む
引
当
金
会
計
は
、
経
営
者
の
予
測
の
側
面
が
強

-
働
き
、
企
業
会
計
と
し
て
も
特
殊
な
側
面
を
有
し
、
会
計
の
法
的
規
制
の
点
か
ら
も
特
別
の
考
慮
を
必
要
と
す
る
O
こ
の
占
荘
つ
き
、
参
輿

杉
本
典
之
・
引
当
経
理
と
繰
延
経
理
(
1
<
八
一
)
、
拙
稿
「
引
当
金
概
念
に
つ
い
て
」
民
商
八
九
巻
四
号
四
七
云
以
下
(
元
八
四
)
0

(
g
)
　
S
t
r
o
b
e
二
別
掲
注
(
2
)
、
S
.
2
1
5
6
.

ど
U
L
O
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e
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(
f
e
)
　
I
d
W
2
/
1
9
7
7
二
別
掲
注
(
9
)
へ
　
C
 
I
 
A
n
m
.
6
.

(
S
)
　
ク
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
新
法
に
よ
り
第
t
項
第
四
文
に
新
設
さ
れ
た
報
告
義
務
が
、
第
二
項
の
特
別
報
告
義
務
が
求
め
る
決
算
監
査
人
の
警
告
機
能

の
前
段
階
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
　
G
r
e
w
e
,
前
掲
注
¥
<
s
I
J
、
S
.
9
0
.
そ
の
場
合
に
、
従
来
任
意
で
な
さ
れ
て
い
た
財
産

・
収
益
状
況
の
報
告
に
比
べ
、
決
算
監
査
人
の
義
務
が
強
化
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

(
S
)
　
A
d
l
e
r
/
D
u
r
i
n
g
＼
S
c
h
m
a
l
t
z
二
別
掲
注
(
6
)
、
ァ
1
6
6
T
z
.
5
6
.
「
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
た
事
実
か
ら
、
報
告
す
べ
き
事
実
の

存
在
の
蓋
感
性
が
認
め
ら
れ
る
と
き
'
決
算
監
査
人
は
、
原
則
と
し
て
適
切
な
監
査
手
続
に
よ
り
事
実
関
係
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
義
務
を
有

す
る
。
そ
の
限
り
で
第
二
項
の
報
告
義
務
よ
り
一
定
の
監
査
義
務
が
生
じ
る
の
で
あ
る
」
。

B
u
r
k
e
〓
別
掲
注
(
2
)
、
S
.
1
5
2
-
1
5
3
.
「
株
式
法
上
の
義
務
的
監
査
は
会
社
の
経
営
環
境
の
実
質
的
分
析
に
ま
で
は
及
ば
ず
、
経
営
状
況
の
報

告
は
、
報
告
の
受
領
者
の
情
報
状
態
に
応
じ
て
任
意
に
の
み
な
さ
れ
る
、
と
い
う
t
般
的
命
題
は
、
決
算
監
査
人
が
企
業
の
存
続
・
発
展
に
対
す

る
危
険
を
見
出
し
た
場
合
に
は
、
修
正
を
受
け
る
。
-
-
か
か
る
調
査
に
お
い
て
決
算
監
査
人
は
、
自
己
の
情
報
提
供
義
務
を
遂
行
す
る
た
め

に
、
義
務
的
監
査
の
通
常
の
範
囲
を
越
え
て
、
監
査
手
続
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
ろ
う
。
そ
の
限
り
で
、
株
式
法
が
要
求
す
る
存
続
・
発

展
を
脅
か
す
事
実
の
報
告
は
、
明
示
的
で
は
な
い
が
、
年
度
決
算
書
の
監
査
の
拡
大
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
」
。

(
ァ
)
　
経
営
監
査
士
協
会
の
専
門
意
見
も
、
第
二
項
に
基
づ
く
特
別
報
告
に
お
い
て
は
、
存
続
・
発
展
を
脅
か
す
危
険
の
あ
る
事
実
、
及
び
そ
こ
か
ら

生
じ
う
る
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
　
I
d
W
F
a
c
h
g
u
t
a
c
h
t
e
n
2
/
1
9
7
7
,
前
掲
注
(
9
)
、
C
I
I
I
A
n
m
.
3
.

(
」
)
　
B
u
r
k
e
l
,
i
別
掲
注
(
2
)
、
S
.
1
5
5
.
ブ
ル
ケ
ル
は
、
企
業
の
資
金
計
算
書
を
含
む
様
々
な
財
務
指
標
、
さ
ら
に
は
企
業
の
資
金
計
画
を
も
含
む

予
算
・
投
資
計
画
の
分
析
を
通
じ
て
、
決
算
監
査
人
が
企
業
の
将
来
の
状
況
を
予
測
す
る
こ
と
を
求
め
る
(
同
、
S
.
1
7
2
-
1
7
8
)
-

(
6
)
　
取
締
役
の
法
令
定
款
違
反
行
為
の
探
知
に
つ
い
て
は
、
違
反
行
為
の
性
質
に
応
じ
て
考
え
る
必
要
が
_
ぁ
る
o
会
計
事
項
と
関
連
の
薄
い
事
項
に

つ
い
て
は
、
監
査
人
の
能
力
か
ら
み
て
も
、
積
極
的
な
調
査
を
期
し
が
た
い
。
し
か
し
違
反
行
為
が
加
懲
金
や
、
損
害
賠
償
請
求
等
に
よ
り
、
会

社
に
重
大
な
経
済
的
損
失
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
監
査
人
は
同
事
実
の
開
示
の
必
要
性
を
も
含
め
て
、
調
査
を
行
う
義
務
が
生
じ

よ
う
(
B
u
r
k
e
二
間
掲
注
(
2
)
、
S
.
1
9
2
-
1
9
3
)
-
さ
ら
に
、
違
反
行
為
の
存
在
が
取
締
役
に
対
す
る
監
査
人
の
信
頼
に
及
ぼ
す
影
響
が
検
討
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
代
の
会
計
監
査
は
取
締
役
の
会
計
処
理
に
対
す
る
信
頼
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
信
頼
が
大
き
-
損
な
わ
れ
る
と

監
査
の
基
本
的
前
提
が
崩
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
同
旨
、
山
村
、
前
掲
荏
(
3
)
、
二
三
九
頁
。
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第
五
章
　
　
終
わ
り
　
に

西
ド
イ
ツ
の
監
査
報
告
書
に
お
け
る
決
算
監
査
人
の
報
告
は
、
会
計
監
査
の
説
明
に
留
ま
ら
ず
、
会
社
の
経
営
状
況
の
説
明
、
滞
在
的

な
会
社
経
営
上
の
危
険
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
決
算
監
査
人
は
、
会
社
経
営
の
健
全
性
の
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら

(S)

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
制
は
、
西
ド
イ
ツ
の
会
計
監
査
が
有
す
る
、
歴
史
的
な
沿
革
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
同

時
に
、
現
代
監
査
の
進
展
は
、
会
計
監
査
に
お
い
て
決
算
監
査
人
に
も
た
ら
さ
れ
る
会
社
の
状
況
に
関
す
る
認
識
を
深
め
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
り
監
査
報
告
書
の
持
つ
意
義
が
今
日
1
層
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

(
6
4
)

こ
の
よ
う
な
動
き
を
支
え
て
い
る
の
は
、
決
算
監
査
人
の
役
割
に
対
す
る
社
会
的
な
期
待
の
高
ま
り
で
あ
る
。
「
一
九
≡
年
や
T
九

六
五
年
に
比
べ
拡
大
し
た
、
一
般
公
共
の
公
示
に
対
す
る
要
求
を
包
括
的
に
満
足
さ
せ
、
企
業
の
経
済
活
動
の
痕
調
な
運
行
に
対
す
る
、

1
般
公
共
の
多
様
な
利
害
を
、
包
括
的
な
監
査
任
務
に
よ
り
確
保
し
、
具
体
化
す
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
、
か
つ
断
固
と
し
て
求
め
ら
れ

「
6
5
)

て
い
る
の
で
あ
る
」
。

こ
の
よ
う
な
期
待
の
高
ま
り
は
、
決
算
監
査
人
が
有
す
る
会
社
経
営
に
対
す
る
懸
念
を
、
内
部
に
留
め
る
の
で
は
な
く
、
外
部
に
も
報

告
す
る
こ
と
を
求
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
決
算
監
査
人
は
企
業
経
営
の
健
全
性
の
担
保
者
で
は
な
-
、
企
業
の
開
示
の
真
実
性
を

担
保
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
過
去
指
向
的
な
伝
統
的
年
度
決
算
書
が
、
会
社
の
経
営
状
態
の
実
態
、
特
に
企
業
の

予
期
さ
れ
る
将
来
の
状
況
に
つ
い
て
充
分
に
取
ら
か
に
し
て
い
な
い
こ
と
に
、
決
算
監
査
人
が
全
く
無
関
心
で
よ
い
の
か
ど
う
か
は
、
な

(
6
6
)

お
問
題
に
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
年
度
決
算
書
の
報
告
能
力
の
充
十
分
さ
は
、
企
業
開
示
に
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
取
締
役
が
、
そ
の
状
況
報
告
書
に
お

い
て
ま
ず
補
充
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
西
ド
イ
ツ
で
は
決
算
監
査
人
は
、
状
況
報
告
書
に
つ
い
て
も
、
監
査
義
務
を
有
し
て
い
る
の

i
s
5>
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で
あ
る
(
前
述
第
二
章
9
0
状
況
報
告
書
の
記
載
の
充
実
が
、
そ
の
記
載
内
容
の
監
査
の
充
実
を
も
求
め
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
会
社
の
経

営
上
の
懸
念
材
料
を
認
識
し
て
い
る
決
算
監
査
人
は
、
取
締
役
が
状
況
報
告
書
で
行
っ
た
説
明
が
会
社
の
将
来
を
不
当
に
楽
観
的
に
示
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
「
会
社
の
状
況
に
対
し
て
虚
偽
の
像
を
伝
え
る
」
　
(
商
法
三
毛
条
第
姦
第
四
文
)
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う

as)

か
、
調
査
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
調
査
は
、
再
び
決
算
監
査
人
に
、
会
社
の
将
来
、
ま
た
は
取
締
役
の

経
営
計
画
に
対
し
、
評
価
を
下
す
こ
と
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
は
、
究
極
的
に
は
新
た
な
監
査
概
念
の
形
成
を
も
求

め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
検
討
す
べ
き
こ
と
の
多
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
置
き
た
い
と
思
う
。

(
S
)
　
参
照
、
高
柳
・
前
掲
注
(
7
)
、
八
三
I
八
六
頁
、
山
村
・
前
掲
琵
(
2
)
、
l
七
I
I
九
頁
。

(
S
)
　
西
ド
イ
ツ
の
決
算
監
査
人
に
対
す
る
期
待
の
高
ま
り
に
つ
い
て
、
参
照
、
P
・
K
n
i
e
f
,
D
e
r
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
p
r
E
u
n
g
i
i
n
S
p
a
n
n
u
n
g
s
f
e
l
d

z
w
i
s
c
h
e
n
g
e
s
e
t
z
l
i
c
h
A
u
f
t
r
a
g
u
n
d
E
r
w
a
r
t
u
n
g
,
B
F
u
P
1
9
7
0
H
e
f
t
2
8
,
S
.
1
1
4
;
H
.
C
l
e
m
m
二
糾
掲
注
(
2
)
-

(
!
g
)
　
K
n
i
e
f
,
前
注
、
S
.
1
2
3
-
1
2
4
.

(
S
)
　
完
六
五
年
株
式
法
一
六
七
条
は
、
決
算
監
査
人
が
そ
の
監
査
証
明
に
、
監
査
意
見
以
外
の
情
報
を
付
記
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
な
い
。
し
か

し
経
営
監
査
士
協
会
の
専
門
意
見
は
、
明
示
の
規
定
が
な
い
・
に
も
係
わ
ら
ず
、
監
査
証
明
へ
の
付
記
が
望
ま
し
-
、
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
.
I
d
W
F
a
c
h
g
u
t
a
c
h
t
e
n
3
/
1
9
7
7
,
前
掲
注
(
9
)
、
E
・
付
記
事
項
と
し
て
は
、
資
本
の
欠
損
や
債
務
超
過
の
指
摘
、
ま
た
会

計
原
則
の
変
更
等
の
澄
意
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
参
照
、
C
l
e
m
m
,
前
掲
注
(
」
)
'
S
.
1
5
6
-
1
5
7
.
さ
ら
に
プ
ー
ギ
ソ
や
ク
ニ
ー
フ
は
'
会
社
の
存
続

に
関
す
る
決
算
監
査
人
の
懸
念
は
、
監
査
証
明
の
付
記
事
項
と
し
て
1
般
に
公
表
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
参
照
、
E
.
P
o
u
g
i
n
,
D
i
e

s
o
z
i
a
l
v
e
r
p
f
l
i
c
h
t
u
n
g
d
e
s
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
p
r
i
i
f
e
r
s
、
B
F
u
P
1
9
7
6
H
e
f
t
2
8
,
S
.
1
0
6
-
1
0
7
;
K
n
i
e
f
,
^
掲
注
(
3
)
、
S
.
1
3
4
-
1
3
7
.
な
お
、
新

会
計
基
準
法
は
、
監
査
の
内
容
や
監
査
証
明
の
範
囲
に
つ
い
て
の
誤
っ
た
理
解
を
避
け
る
た
め
に
必
要
な
と
き
、
監
査
証
明
に
適
当
な
補
充
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
(
商
法
三
二
二
条
第
二
項
)
。
付
記
の
可
能
性
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
が
付
記
の
範
囲
に
つ
い
て
の
議
論
に
い
か
な
る
影
響
を

与
え
る
の
か
、
な
お
検
討
を
要
し
ょ
う
。

(
&
)
　
状
況
報
告
書
に
お
い
て
報
告
す
べ
き
事
項
と
、
監
査
報
告
書
の
特
別
報
告
書
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
特
別
報
告
事
項
の
す

べ
て
が
状
況
報
告
書
に
お
い
て
報
告
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
参
照
、
B
u
r
k
e
l
,
S
」
掲
注
(
2
)
、
S
.
1
6
3
-
1
7
1
.
ま
た
状
況
報
告
書

Z
a
B
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の
監
査
は
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
(
前
掲
注
(
ほ
)
)
,
結
局
は
決
算
監
査
人
は
会
社
の
状
況
賢
い
て
自
ら
評
価
し
,
そ
の
結
論
を
営
業
報
告

書
の
記
警
比
較
せ
ざ
る
を
得
な
い
,
と
の
指
摘
も
あ
る
。
参
照
、
C
l
e
m
m
嘉
掲
注
0
8
)
'
S
.
1
5
5
.
新
会
計
基
準
法
は
、
状
況
報
告
書
で
、

「
会
社
の
予
測
さ
れ
る
進
展
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
(
商
法
二
八
九
条
二
項
)
e
ク
レ
ム
は
、
同
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
そ

の
実
現
可
能
性
な
い
し
は
蓋
然
性
の
観
点
か
ら
す
る
監
査
手
続
の
確
定
が
必
要
だ
と
す
る
C
l
e
m
m
嘉
掲
注
(
2
)
、
S
.
6
5
3
-
6
5
4
.
ま
た
プ
-
ギ

ン
も
、
企
業
の
資
金
調
達
や
利
益
計
画
と
い
っ
た
計
画
的
舌
(
P
l
a
n
u
n
g
s
r
e
c
h
n
u
n
g
)
の
情
報
票
の
充
実
と
、
そ
の
監
査
の
確
立
が
求
め

ら
れ
る
と
指
摘
す
る
P
o
u
g
i
n
読
掲
注
(
ァ
)
'
S
.
1
0
8
-
1
0
9
.
*
J
の
よ
う
な
監
査
機
能
充
実
の
要
請
が
監
査
技
術
や
監
査
手
続
の
ど
_
の
よ
う
な

変
化
を
必
要
に
し
、
差
監
査
概
念
の
ど
の
よ
う
な
変
化
を
求
-
の
か
、
本
稿
で
は
詰
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
参
照
、
森
実
・

監
査
要
論
〔
改
訂
版
〕
二
〇
三
頁
以
下
(
一
九
八
四
)
o

ハ
U
ど
U
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